
専門科目出題例	 

	 以下に本研究科の受験準備のために役立つと思われる専門科目の出題例を掲げます。

なお、これらは出題範囲や出題形式を限定するものではありません。	 

（ミクロ経済学分野）

・ 以下の語句を簡潔に説明しなさい。

① 価格受容者

② 危険回避者

・ 企業の総費用関数Cを
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とする。 xは産出量である。このとき、損益分岐点における産出量を求めなさい。 

（マクロ経済学分野）

・ 以下の語句を簡潔に説明しなさい。

① 自然失業率

② 実質利子率

・ IS-LM モデルをもちいて、以下のすべてを説明しなさい。

① クラウディング・アウト

② 中央銀行が金融政策を緩和しても、そのような政策が均衡国内所得に影響しないような状況

③ すべてが増税で賄われる政府支出の増加が均衡国内所得と均衡利子率におよぼす影響

（経営学分野）

・ 次の用語の中から４つを選び、選択した番号を記入した上で、それぞれ 100字以内で説明しなさい。
（１） デファクト・スタンダード（de facto standard）
（２） 戦略グループ（strategic group）
（３） 動機づけ―衛生理論（motivator-hygiene theory）
（４） 自己実現欲求（self-actualization）
（５） 範囲の経済（economies of scope）
（６） 集団凝集性（group cohesiveness）
・ チャンドラーの「ビジブル・ハンド」について説明しなさい。

・ 「取引コスト・アプローチ」について説明しなさい。


